
※本書は記入例です。実際の申請に当たっては、申請者ご自身の内容に置き換えて記入してください。 

 

様式第７号（第12条関係） 

 

【事業計画書（変更）】 

１ 事業者区分 ☑ 法人  □ 個人事業主 

２ 法人名又は屋号 株式会社△△商事 

３ 代表者職・氏名 代表取締役 内子 太郎 

４ 

事業の実施内容 

 
※補助金を活用して実施

する内容を、補助対象経費

との対応が分かるように

記載してください。 

（変更前） 

原材料費や光熱費の高騰により、利益率が低下しているため、

光熱費削減及び業務効率化を目的として、省エネ性能の高い

業務用冷蔵庫及びPOSレジを導入する。 

（変更後） 

原材料費や光熱費の高騰により利益率が低下しているため、 

光熱費削減及び業務効率化を目的として、同等以上の省エネ

性能を有する業務用冷蔵庫及びPOSレジを導入する。 

５ 

事業により期待でき

る効果 

 
※物価高騰対策としての

効果が分かるように記載

してください。 

（変更前） 

電力使用量の削減により光熱費の負担軽減を図るとともに、

会計業務の効率化により生産性向上を図り、事業の継続と経

営の安定化につなげる。 

（変更後） 

導入機器は変更となるが、省エネ性能及び業務効率化の効果

は同等であり、電気使用量の削減及利益率の改善が引き続き

期待できる。 

６ 事業の実施期間 

（変更前） 

令和 ８年 ５月 １日 ～ 令和８年 ８月３１日 

（変更後） 

令和 ８年 ５月 １日 ～ 令和８年 ９月３０日 

７ 
その他 
※上記以外で特記事項が

あれば記載してください。 

 

（注記） 

 変更前と変更後の内容が対比できるようにすること。 

記入のポイント 

変更前と変更後の内容が対比できるように記入して下さい。 



※本書は記入例です。実際の申請に当たっては、申請者ご自身の内容に置き換えて記入してください。 

 

様式第８号（第12条関係） 

 

【収支予算書（変更）】 

１ 収入の部                             （単位：円） 

項 目 
（変更前） 

事業に要する経費 

（変更後） 

事業に要する経費 
備考（積算基礎等） 

自己資金 ３００，０００円 ２１０，０００円  

補助金 ２００，０００円 １９０，０００円  

借入金    

その他    

    

合 計 ５００，０００円 ４００，０００円  

 

２．支出の部                             （単位：円） 

項 目 

（変更前） 

事業に要する

経費（Ａ） 

（変更前） 

Ａのうち 

補助対象経費 

（変更後） 

事業に要する

経費（Ｂ） 

（変更後） 

Ｂのうち 

補助対象経費 

備考 
（積算基礎等） 

設備購入費 ２８０，０００円 ２８０，０００円 1８０，０００円 1８０，０００円 見積書添付 

ITツール導入費 ２００，０００円 ２００，０００円 ２００，０００円 ２００，０００円   〃 

対象外経費 ２０，０００円 ０円 ２０，０００円 ０円 事務用品費 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

合 計 ５００，０００円 ４８０，０００円 ４００，０００円 ３８０，０００円  

（注記） 

変更前と変更後の経費が対比できるようにすること。  

収支予算書に記載する金額は、消費税及び地方消費税を含

まない金額（税抜き）としてください。 

記入した内容と、見積書等の内容

（品名・金額・数量）は一致させて

ください。 

 

変更前と変更後の経費が対比で

きるように記入したてください。 


